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手順１・パソコンを起動し画面にインターネットエクスプロー

ラーのアイコン（図１のアイコン）が表示されたらアイコンを

クリックしインターネットエクスプローラーを起動します。 図１アイコン  

図２ＵＲＬ入力部サンプル 

この部分 

発刊日：平成２１年３月１７日 

今期最後のお知らせ版になり

ます。広報部では、よりたくさんの

方々にホームページをご利用し

ていただこうと内部地区ホーム

ページを去る２月２１日にリニュー

アルいたしました。よりシンプルで

見やすく、かつ内容の充実を目

指しましたので引き続きご愛顧の

ほどお願い申し上げます。 

  

 

今回のお知らせ版は、10月か

らの２月までに内部地区ホーム

ページに掲載した記事をご紹介

させていただきます。紙面の関係

で全てをご紹介できませんが選り

すぐりの記事をご紹介させていた

だきます。 

 

手順２・インターネットエクスプローラーにURLを入力し更新ボタンをクリッ

クしますと内部地区のホームページが表示されます。 

内部地区内部地区内部地区内部地区ホームページにアクセスホームページにアクセスホームページにアクセスホームページにアクセス！！！！    
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内部川の調査風景 

今年から昔のおやつメューが取

り入れられ、げんこつ飴つくり

は大にぎわいでした 

采女城跡保存会による定例の整備作業の際、采女城跡の二の郭にイノ

シシによるものと思われる土を掘り返した跡がたくさんあるのを発見しまし

た。イノシシは牙と鼻を柔らかい土に突っ込んで10～20cmの深さに掘り

進み乱雑な掘り跡を残します。二の郭の堀り跡は雨で形が崩れていまし

たが、鈴鹿山ろくでよく見掛けるイノシシの堀り跡そのものでした。采女城

跡が位置する泊丘陵地はタヌキやイタチなどの小動物やサルを見かけ

たという話は耳にしますが、イノシシは初めてです。隣の波木町の畑には

イノシシが出るので「わな」を仕掛けることもあるそうです。かつては波木

や貝家の丘から森や畑で繋がっていた泊丘陵地の森は、開発が進み今

では右の写真に見る通り完全に隔離されています。隔離された種がここ

に住み着いているのか？ それとも西のほうからやってきたのか？ とす

ると、どうやって？ なぞが深まるばかりです。 

 

11月1日（土）内部東小学校のふれあい祭り「ものつくり教室」が行わ

れ、全校生徒とその父兄が地域の人と一緒に昔ながらのおもちゃを

手作りし、遊びました。  

 この催しは東小PTAが企画し3年前から行っているもので午前中が

授業参観と開会式、午後からがものつくり教室です。当初は内部っ子

はげまし隊の熟年知識を活かして子供たちに竹とんぼなど竹細工を

中心としてものつくりを指導する形で始まり、昨年からは婦人会が合流

して布やビーズを使ったメニューが加わっています。  

（３ページ上に続く） 

内部東小のふれあい祭り「も内部東小のふれあい祭り「も内部東小のふれあい祭り「も内部東小のふれあい祭り「も

のつくり教室」（のつくり教室」（のつくり教室」（のつくり教室」（2008/11/1)2008/11/1)2008/11/1)2008/11/1)    

１０ｃｍくらいの 

５×６ｍくらいが一面掘り

国勢調査は人ばかりではありません。河川も国勢調査が行われていまし

た。10月9日内部川沿いの北側道路を通行中に、胸までのゴム長靴（正

式名は？）、大きなタモや投網、バケツやその他もろもろの装備で身を固め

た、見るからにプロといった4名のグループに出合いました。内部川探検で

水性生物の調査をした時と同じ様子なので恐る恐る聞いてみるとやはり内

部川の水性生物類の調査でした。 国土交通省が行っている「河川水辺

の国勢調査」の委託を受けた専門の業者さんで、詳しくは国土交通省の

ホームページに出ているのでそちらをどうぞと言ってさっさと川に入っていき

ました。早速見てみると内部川そのものの名前は出ていませんが1級河川

の鈴鹿川水系ということで5年ごとに調査しているようです。なかなか目につ

きにくい行政の奥深い業務の一端を知ることができました。 

内部川内部川内部川内部川のののの国勢調査(国勢調査(国勢調査(国勢調査(2008/10/11)2008/10/11)2008/10/11)2008/10/11)    
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采女城跡采女城跡采女城跡采女城跡にイノシシにイノシシにイノシシにイノシシ！！？(！！？(！！？(！！？(2008/9/13)2008/9/13)2008/9/13)2008/9/13)    



「はやにえ」の状況写真 

中央の枝にねずみが・・・ 

田の中央部の農道に立てられ

たどんど櫓。 

 （２ページ下より続き） 

内容も年々変化し、今年は作ったものを楽しむ

だけでなく、味わう、遊ぶ要素も取り入れられ、

昔のおやつの「げんこつあめ」作りや校庭での

「かっちん」遊びも行われました。生徒たちはそ

れぞれ自分の好き

なブースに参加して

父兄と一緒になっ 

て取り組んでいま 

した。  

竹とんぼつくり・合唱・かっちん 

などの様子 

    

よく晴れ、冷え込んだ12月13日早朝6時、四日市市北小松で新年の無

病息災、五穀豊穣を願う伝統行事「どんど焼き」が行なわれました。地元

で活動する「北小松どんど福寿会」が5年前から復活させたもので、会のメ

ンバーを始め地域の子供たちからお年寄りまで約80人が見守りました。2

週間前から会のメンバーは鎌谷川北方の田の中に青竹と丸太を組んで

直径約3ｍ・高さ約8ｍのどんどのやぐらを準備してきました。6時の時報と

同時に周囲から火をつけるとものすごい勢いで燃えはじめ、ぱちぱちとはぜ

てあっという間に炎は空高く燃え上がりました。この後焼けたどんどでおも

ちを焼いていただきました。どんど焼きは半世紀前ごろまでは12月7日の

「山の神」の行事として行われ、子どもたちは木を芯にした青竹を立て懸

けたどんどをつくりその中で寝て、朝早くに焼き、火がおさまってから学校

に行ったものだそうです。都市化とともに失われつつある地域の伝統行事

を守り、次の世代に伝えようとするこのような活動は、街づくり・地域作りの

ためにも大いに進めてほしいものです。 

郷土の伝統行事・・・どんど焼き(郷土の伝統行事・・・どんど焼き(郷土の伝統行事・・・どんど焼き(郷土の伝統行事・・・どんど焼き(2008/12/13)2008/12/13)2008/12/13)2008/12/13)    

内部地区市民センターの裏手（南側）のカシ（多分アラカシ）の木の中、２

ｍくらいのところの枝に・・・びっくり！・・・ネズミが突き刺さっていました。口

や手足もまだピンク色で干からびた様子もなく、できたばかりといった感じ

です。 

 モズは肉食でカエルやバッタ、毛虫などをとらえて食べますが、獲った

獲物は木の枝などに突き刺しておく習性があり、「はやにえ」といわれてい

ます。 伸び放題に茂っていた樫の木を剪定していて発見しました。こん

なところに「はやにえ」があるとは！！ すぐそばにも皿型の巣がありまし

た。市民センターの南側には水路や田んぼが近くにあり、きっとえさが豊

こんなところに・・・モズの「はやにえ」(こんなところに・・・モズの「はやにえ」(こんなところに・・・モズの「はやにえ」(こんなところに・・・モズの「はやにえ」(2009/1/7)2009/1/7)2009/1/7)2009/1/7)    
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ポンプ車全景 ポンプ車の後ろ。ここに

右の銘板が貼ってある   

その昔、内部村消防組北小松区が使っていた消防ポンプ車が北小松町内の倉庫に放置（保管）

されていましたが、有志の手できれいに整備されエンジンが可動するまでに修復しました。 

 このポンプは昭和11年製の日本消防機製造株式会社タービンポンプでエンジンはフォード社製

です。 今後このポンプが使用できるか調べてゆくつもりです。古いので修復には市の補助は期待

できないようですが何とかならないものかと思案しています。整備の際一部から博物館に行きとの

声もあり、文化財的、歴史遺産的な価値はあるものと思われます。  

ネットで関連情報を調べたところ下記の記事を見つけました。 

    http://www.facm.net/new/kako135.htm 

 なんと！！、四日市消防署の常盤分団にもこのメーカーの三輪消防車（年式1937年・昭和12

年）が保存されているようです。  

北小松で戦前の消防ポンプ車の整備が行われています(北小松で戦前の消防ポンプ車の整備が行われています(北小松で戦前の消防ポンプ車の整備が行われています(北小松で戦前の消防ポンプ車の整備が行われています(2009/2/3)2009/2/3)2009/2/3)2009/2/3)    

市民 菜園
市民 菜園市民 菜園
市民 菜園 の

のの
の 収穫祭

収穫祭収穫祭
収穫祭 でそばの

でそばのでそばの
でそばの 手打

手打手打
手打 ち

ちち
ち((((2009/2/10)2009/2/10)2009/2/10)2009/2/10)  

  
 

回
覧
回
覧
回
覧
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覧    

                    

                     

そばの植え付けから始めてそば粉を取り、そばを打って食べる。シニア究極の趣味ともいえるそば打

ちを楽しんでいるのはシニアグリーンカレッジの菜園オーナーのおじさんたちです。四日市市農業セ

ンターが運営するシニアグリーンカレッジ（SGC）では2月10日内部地区市民センターで、メンバーが

育てたサツマイモ、人参、そばなどの野菜を持ち寄り、センターの調理室で料理して収穫を祝いまし

た。おじさんだけではどんな料理ができるかおぼつかないためこの日は奥さん同伴での参加となりま

した。料理のメイン素材はサツマイモとそば、女性陣はサツマイモを使ったパンや菓子つくり、男性陣

はもっぱらそば打ちを楽しんでいる様子でした。この一貫そばつくりはメンバーの提案で生まれたもの

で、貝家町のグリーンカレッジの畑の空き地に昨年９月に種をまき、この冬

約４ｋｇのそば粉を収穫しました。そば打ちはメンバーの中に道具一式を持

つそば名人がいてみんなを指導しました。ソバ栽培の様子は農業センター

のホームページでご覧ください。http://www.city.yokkaichi.mie.jp/farm/gsc/nikki-
10-01.html  
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メーカーの銘板  

取
り
扱
い
説
明
の
書
か
れ
た
部
分 

１
練
習
第
一 

２
急
ぐ
べ
か
ら
ず 

３
知
ら
ぬ
は
失
敗
の
基
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

麺棒の使い方を指導する名人

（左端） 


